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を確立し，この方法で得られたガラス試料について，光吸収， E S R，メスバウワー，およびラマン
スペクトルの測定を行ない， その結果から非架橋酸素の生成する組成領域は，アルカリあるいはアルカ
リ土類酸化物含有量が33モル%以上であることを見出した。また， 33モル%以上の高アルカリおよび
高アルカリ土類ホウ酸塩ガラス中での構造単位は， ダイホウ酸塩，高圧相ホウ酸塩，オルトホウ酸塩，
ピロホウ酸塩グループにより構成され アルカリあるいはアルカリ土類酸化物含有量の増加にともな
いダイホウ酸塩は減少し，その他のグループは増加することを定量的に明らかにした。
ついで，これらガラスの密度，熱膨脹率，屈折率などの測定を行ない，これらのガラス性質は，非架
橋酸素の生成によって不連続に変化することを見出し，その原因はガラス中に非架橋酸素をもっオル
トおよびピロホウ酸塩グループが存在することにより ガラス構造がより解放的な構造になることに
よるものとして2見明した。
以上，太田君の論文は，冷却速度を速めることにより，熱膨脹，メスパウワー効果などの測定が可
能な大容量の高アルカリおよび高アルカリ土類ホウ酸塩ガラスを作成し ガラス構造を決定する種々
の測定方法を導入することにより， これらのガラス中における非架橋酸素生成とガラス構造を明ら
かにすると同時に，熱膨脹，密度などのガラスの性質と非架橋酸素生成との関連性についての新しい
知見を得たものであって，理学博士の学位として十分価値あるものと認める。
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